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チャレンジ
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
取
り
残
さ
な
い
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
阪
府
高
槻
市
・
一
般
社
団
法
人
タ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ

誰
も
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
大
阪
府
高
槻
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
タ
ウ
ン
ス

ペ
ー
ス
W
A
K
W
A
K
は
、「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
い

な
い
ま
ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、

個
人
・
団
体
・
地
域
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
と
な
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
と
も
に
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、「
富
田
エ
リ
ア
事
業
」と「
中

間
支
援
事
業
」
の
2
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

「
富
田
エ
リ
ア
事
業
」
は
、
活
動
拠
点
の
高
槻
市
富

田
地
域
で
多
様
な
団
体
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役

割
を
担
い
な
が
ら
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
に
し
た
官
民
、
多
セ
ク
タ
ー
連
携
に
よ
る
多
岐
に

わ
た
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
第
三
の
居
場
所

を
提
供
し
、
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
、
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
中
間
支
援
事
業
」
で
は
、
高
槻
市
全
域

を
対
象
に
多
様
な
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
富
田
地
域
の
実
践

モ
デ
ル
を
他
地
域
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
は
、
令
和
５
～
６
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
切
れ
目
な
い
支

援
を
多
セ
ク
タ
ー
共
創
で
生
み
出
す
事
業
」
を
実
施

し
た
。

　
同
事
業
は
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
切
れ
目

な
い
支
援
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
①
富
田
た

だ
い
ま
食
堂
事
業
、
②
高
齢
者
見
守
り
事
業
、
③
生

活
応
援
支
援
、
④
ま
な
び
カ
フ
ェ
、
⑤
わ
く
わ
く
広

場
、
⑥
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
、
⑦
包
括
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の

岡
本
茂
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社
会
的
不
利
を

抱
え
る
こ
ど
も
・
高
齢
者
が
よ
り
一
層
の
不
利
を
抱

え
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
物
価
高
騰
な
ど
が
追
い
打
ち

を
か
け
あ
ら
ゆ
る
属
性
に
孤
立
・
孤
独
が
広
が
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
活
動
エ
リ
ア
の

富
田
地
域
は
、
５
０
8
戸
の
市
営
住
宅
が
あ
り
、
生

活
困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
、高
齢
者
世
帯
な
ど
、

社
会
的
課
題
を
抱
え
た
人
た
ち
が
多
い
地
域
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
営
住
宅
は
全
面
建
て
替
え
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
自

治
会
の
再
構
築
や
包
括
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
る
必

要
性
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、助
成
事
業
で
は
、

古
民
家
を
改
装
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

『N
iko N

iko

』
を
拠
点
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
別
の

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
一
般
社
団

法
人
タ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　こどもから高齢者まで切れ目のない
支援を生み出すことを目的として、誰
もが住みやすいまちづくりに取り組ま
れました。支援の実施に際してはセク
ターを超えて多数のボランティアや地
縁組織と協働し、包括的な支援体制を
構築されました。
　支援対象者と定期的につながって関
係性を構築することにより、行政の対
応が難しいケースにもアプローチされ
ている点を高く評価しています。
　今後は支援モデルとして活動を他地
域へ波及させるとともに、行政と連携
し、持続可能な事業体制を構築するこ
とを期待します。
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事
業
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
発
掘
し
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
な

い
支
援
を
つ
く
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

こ
ど
も
の
食
支
援
と
学
習
支
援
を
実
施

　「
富
田
た
だ
い
ま
食
堂
事
業
」
は
、
こ
れ
ま
で
ケ

ア
付
き
食
堂
と
し
て
生
活
困
窮
や
福
祉
的
な
ケ
ア
が

必
要
な
こ
ど
も
を
対
象
に
し
て
き
た
子
ど
も
食
堂

を
、
自
立
の
観
点
か
ら
こ
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
料
理

を
つ
く
り
、
食
支
援
と
学
習
支
援
を
行
う
場
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
実
施
し
た
。

　
実
施
体
制
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
「N

iko 
N

iko

」
で
月
2
回
開
催
し
、
令
和
6
年
度
は
延
べ
６ 

１
４
人
（
実
人
数
26
人
）
の
こ
ど
も
が
参
加
し
た
。

　
利
用
す
る
こ
ど
も
の
状
況
や
活
動
に
つ
い
て
、
業

務
執
行
理
事
・
事
務
局
長
の
岡
本
工
介
氏
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　「
支
援
対
象
は
、
生
活
困
窮
世
帯
等
の
こ
ど
も
に

限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
や

学
校
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、
家
庭
環
境
に
課
題
を
抱
え

た
こ
ど
も
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
課
題
へ

の
対
応
と
と
も
に
行
政
・
学
校
と
の
情
報
共
有
を
行

っ
て
い
ま
す
。
活
動
で
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
子
育
て
層
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
自
宅
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
文
庫
主
宰
者
に
携
わ
っ

て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
で
体
験
格
差
の
解
消
を
図
っ
て
い

ま
す
」。

　
ま
た
、
地
域
の
子
育
て
層
に
対
し
て
は
、
子
育
て

の
困
り
ご
と
や
発
達
障
害
の
悩
み
を
わ
か
ち
あ
う
場

所
と
し
て
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
お
は
な
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
、
ベ
テ

ラ
ン
保
育
士
や

文
庫
主
宰
者
等

の
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

や
相
談
対
応
を

通
し
て
孤
立
や

孤
独
に
陥
ら
な
い
よ
う
支
援
を
行
っ
た
。

地
縁
組
織
と
協
働
し
た

高
齢
者
の
見
守
り
支
援

　「
高
齢
者
見
守
り
事
業
」
で
は
、
主
に
市
営
住
宅

の
独
居
高
齢
者
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

を
行
う
こ
と
で
孤
立
・
孤
独
を
防
止
し
、
生
き
が
い

や
役
割
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
。

　
交
流
活
動
の
場
と
し
て
、
地
元
老
人
会
と
の
協
働

で
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
を
毎
月
開
催
し
、
交

流
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
に
対
し
て
、
老

一般社団法人
タウンスペースWAKWAK
子どもから高齢者の切れ目ない支援を多セクター共創で生み出す事業

【事業概要】
　こどもから高齢者までの切れ目ない支援を生み出すことを目的に、
地縁組織から大学生までの多様な担い手と協働し、既存事業の活性
化や新規事業の創設、多セクターとのネットワークを構築する事業

【主な実施内容】
◆�富田ただいま食堂事業
こどもたちの自立の観点から、
こども自身が料理をつくる子
ども食堂と学習支援を開催

◆高齢者見守り事業
主に市営住宅の独居高齢者を
対象に、さまざま交流活動や見
守り支援を行うことで孤立を
防止する

◆生活応援支援
市営住宅の生活困窮家庭等に
対し、食料支援や生活応援を実
施するとともに、要支援者の状
況把握を行うことにより継続
的な支援につなげる

◆包括支援ネットワークの構築
地縁組織、学校、行政等のセク
ターを超えた包括支援体制を
創り出すことにより、複合的な
課題に対して包括的に支援す
る仕組みを構築

事業概要

【成果】
◆令和6年度の「富田ただいま食堂事業」の利用実績は、
延べ614人（実人数26人）のこどもが参加した

　　地域の子育て層の
ボランティアや文庫
主宰者が中心とな
り、さまざまな文化
に触れるイベントを
実施することで体験
格差の解消を図った

◆高齢者見守り支援では、地元老人会との協働で「高齢者
ふれあい喫茶」を運営し、交流活動を行うとともに、市
営住宅の独居高齢者への見守り支援を実施した

◆生活応援支援では、市営住宅の要支援者を対象に延べ
585人（65世帯）に対して食料支援を行った。食料支
援を通じて顔のみえる関係を構築することにより、困り
ごとの相談が多く寄せられることにつながった

◆「包括支援ネットワークの構築」では、行政をはじめ、
地縁組織（自治体、老人会）、学校、認定こども園、大学、
企業などとネットワークを構築し、複合的な課題を抱え
る住民を包括的に支援する仕組みをつくった

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
令和 5 年度 400 万 4 千円
令和 6 年度 408 万 5 千円

令和5～6年度事業
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人
会
の
役
員
が
中
心
に
な
っ
て
自
宅
を
訪
問
し
、
見

守
り
支
援
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
生
活
応
援
支
援
と
し
て
、
市
営
住
宅
に

居
住
す
る
生
活
困
窮
家
庭
等
の
要
支
援
者
へ
の
食
料

支
援
を
実
施
し
、
延
べ
５
８
５
人
（
65
世
帯
）
が
利

用
し
た
。

　「
配
布
す
る
食
料
に
つ
い
て
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

団
体
か
ら
の
寄
贈
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
め
た
食

品
を
自
治
会
や
老
人
会
な
ど
と
連
携
し
て
届
け
て
い

ま
す
。
食
料
を
届
け
る
こ
と
は
一
定
の
生
活
支
援
に

な
り
ま
す
が
、
我
々
と
し
て
は
困
り
ご
と
が
あ
っ
た

と
き
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
の
な
か
で

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
住
民
か
ら
聞
き
取
っ
た
困
り
ご
と
や
要
望

を
行
政
に
報
告
し
、
連
携
し
な
が
ら
課
題
解
決
を
図

っ
て
い
ま
す
」（
岡
本
代
表
理
事
）。

対
人
援
助
や

多
様
な
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

　
担
い
手
の
発
掘
と
人
材
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

で
は
、「
わ
く
わ
く
広
場
」と
し
て
、将
来
、教
員
や
福

祉
職
等
を
目
指
す
大
学
生
に
対
し
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
こ
ど
も
に
寄
り
添
う
た
め

の
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
。

　
活
動
で
は
、
専
門
職
に
よ
る
対
人
援
助
等
に
関
す

る
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
法
人
の
居
場
所

事
業
に
参
加
す
る
小
学
生
や
児
童
養
護
施
設
の
社
会

的
養
護
の
こ
ど
も
た
ち
と
交
流
を
図
っ
た
。
多
様
な

こ
ど
も
と
関
わ
る
経
験
を
通
じ
て
、
参
加
し
た
学
生

か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、「
わ
く
わ
くW

orld

」と
し
て
大
阪
大
学

と
連
携
し
、
海
外
留
学
生
と
こ
ど
も
た
ち
が
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
海
外
ル
ー
ツ
を
も
つ
人

に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
こ
の
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
留
学

中
に
日
本
人
と
関
わ
ら
ず
に
帰
国
す
る
留
学
生
が
多

く
、
日
本
人
大
学
生
か
ら
交
流
を
深
め
た
い
と
提
案

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
近
年
、
市
営

住
宅
の
入
居
者
も
外
国
籍
の
方
が
増

え
て
お
り
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
ふ
れ

あ
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ま
し

た
。
活
動
に
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
な
ど
多
様
な
国
籍
の
留
学
生

が
参
加
し
、
母
国
の
料
理
を
こ
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
つ
く
り
な
が
ら
、
多

様
な
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
行
い
ま

し
た
」（
岡
本
事
務
局
長
）。

　「
わ
く
わ
くW

orld

」
は
、
参
加

者
か
ら
も
好
評
で
、
地
域
の
海
外
ル
ー
ツ
を
も
つ
世

帯
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
互
い
の
文
化
を
理
解
し

あ
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
学
び
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民
や

学
校
・
施
設
関
係
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
ま
な
び
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
教
職
員
向
け
に
部
落
問
題
や
地
域

性
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
実
施
し
、
令
和
6
年
度

は
地
域
支
援
の
新
た
な
担
い
手
の
発
掘
を
目
的
と
し

て
、
子
育
て
層
の
親
子
を
対
象
に
、
子
育
て
の
困
り

ご
と
を
共
有
し
な
が
ら
、
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
多
様
な
形
式
で
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
た
。

生
活
の
変
化
や
困
り
ご
と
に
対
応

　「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

同
法
人
で
実
施
し
て
き
た
相
談
支
援
に
加
え
、
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
後
の
移
転
等
に
よ
り
、
家
賃
や
引

っ
越
し
、
生
活
の
変
化
に
よ
る
不
安
や
困
り
ご
と
に

対
応
す
る
た
め
、
事
務
所
で
の
相
談
支
援
と
と
も
に

出
張
相
談
会
を
開
催
し
た
。

　
令
和
6
年
度
の
相
談
支
援
の
実
績
と
し
て
、
事
務

所
で
は
２
６
２
件
、
出
張
相
談
会
で
は
38
件
の
相
談

対
応
を
行
っ
た
。

　「
相
談
内
容
で
は
、
ご
み
の
処
分
の
仕
方
や
引
っ

越
し
手
続
き
な
ど
、
移
転
後
の
生
活
変
化
に
関
す
る

内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
槻
市
が
主
催
す
る

入
居
者
へ
の
移
転
説
明
会
に
も
必
ず
参
加
し
て
入
居

移
転
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
ひ
き
こ
も
り
で
誰
と
も
接

触
し
て
い
な
い
当
事
者
と
、
当
法
人
の
ス
タ
ッ
フ
だ
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「高齢者見守り事業」では、地元老人会の協力
を得て「高齢者ふれあい喫茶」を開催するほか、
市営住宅の独居高齢者への見守り支援を行った

生活応援支援として市営住宅の要支援者を対象
にした食料支援の様子
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

け
が
定
期
的
に

つ
な
が
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
行
政
で
対

応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
の
場
合
、
人
事
異
動
で
担
当

者
が
替
わ
り
ま
す
が
、
当
法
人
は
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が

つ
な
が
り
続
け
、
関
係
性
を
構
築
で
き
る
こ
と
が
強

み
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
岡
本
代
表
理
事
）。

　「
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
と
し
て
は
、

同
法
人
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
自
治
会
や
老
人
会
な

ど
の
地
縁
組
織
を
中
心
に
、
行
政
、
学
校
、
認
定
こ

ど
も
園
、
大
学
、
企
業
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
包
括
支
援
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

　
社
会
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
な
か
、
分
野

を
超
え
た
多
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
課
題
解
決
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
地
域
支
援
全
体
の
方
向
性
を
共
有

し
、
連
携
し
な
が
ら
解
決
を
図
る
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
る
と
い
う
。

地
縁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
融
合

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
融
合
で
き
た
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
加
え
、
助
成
事

業
で
は
テ
ー
マ
型
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
こ
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多

様
な
属
性
の
人
た
ち
が

集
ま
る
場
を
つ
く
り
、
多
く
の
参
加
者
や
支
援
の
担

い
手
を
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
両
方
を
一
つ
の
事
業
体
と
し
て
行
う
組
織
は
全

国
的
に
み
て
も
数
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
融
合
に
よ
り
、
地
域
の
盆
踊
り
や
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
共
生
食
堂
の
『
わ
く
わ
く
食
堂
』
に
は

１
０
０
０
人
を
超
え
る
地
域
住
民
が
参
加
し
て
お

り
、
多
世
代
が“

ご
ち
ゃ
ま
ぜ”

に
交
わ
る
交
流
拠

点
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
岡

本
事
務
局
長
）。

　
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
実
践
が
評

価
さ
れ
、
日
本
地
域
福
祉
学

会
が
地
域
福
祉
に
関
す
る
優

れ
た
実
践
を
表
彰
す
る
「
令

和
6
年
度
地
域
福
祉
優
秀
実

践
賞
」
の
受
賞
に
至
っ
た
。

　
今
後
は
、
支
援
モ
デ
ル
と

し
て
活
動
を
広
げ
て
い
く
発

信
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

事
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
た
め
、
行
政
と
連
携
し

て
事
業
化
や
委
託
化
に
つ
い

て
働
き
か
け
、
新
た
な
財
源

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

　　

　活動拠点の富田地域は、市営住宅
の建て替えが進められており、まち
の風景が一変するなかで新たなコ
ミュニティの創出や自治会の再編が
必要となり、社会資源を組みあわせ
ながら地域力を高めていくことが重
要となっています。

　今後は、地縁型の組織として「誰一人取り残さない地域」、
「SOS を見過ごさない地域」をつくっていきたいと思いま
す。顔の見える中学校区でのコミュニティ再生を含めた福
祉のまちづくりが、高槻市全域にとどまらず、全国のモデ
ルとなるような取り組みをしていきたいと思っています。

一般社団法人タウンスペース WAKWAK

代表理事  岡本  茂氏

誰一人取り残さない地域をつくる

〒 569 −0814  
大阪府高槻市富田町 2 丁目 13−8 ハイツ白菊 1F 
T E L： 072−693−9005
F A X： 072−693−9005
U R L：https://ts-wakwak.com/
設　立：平成 24 年 4 月
代表理事：岡本　茂

◆団体概要
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「わくわく World」では、こどもと海外留学生が
母国の料理をつくりながら交流を深めた

一般社団法人
タウンスペース WAKWAK 
業務執行理事・事務局長

 岡本  工介氏
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